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Ⅰ　はじめに

　本研究は、昨年度から今年度にかけて、第４
学年、第５学年の理科授業の実践をまとめたも
のである。昨年度から本学級において、理科指
導に力を入れてきたが、今年度も本学級を引き
続き担任することとなり、理科学習の益々の充
実を図るべく、子どもたちにとって楽しく、学び
多き授業をめざして、日々の研修に努めている。
　本学級の子どもたち11人は（昨年度12人）、
ことばの力に課題が多く、自分の気持ちを「話
すこと」、人の話をじっくりと「聞くこと」、文
章の内容を理解しながら「読むこと」、筋道立
てて「書くこと」、すべてにおいてつまずいて
いる児童が多いという実態があった。しかし、
課題は多いものの理科に対する学習意欲は高く、
自然の事物・現象に対して積極的に取り組むこ
とができる。
　そこで、この子どもたちの積極性や自然に素
直に関わろうとする態度を伸ばしながら、児童
が自ら思考し、自ら問題解決へと動き出す授業
づくりをめざしたいと考えた。

Ⅱ　主題設定の理由

　小学校理科の目標には、「実感を伴った理解
を図り、科学的な見方や考え方を養う。」と示さ
れている。実感を伴った理解については、学習指
導要領解説理科編に三つの視点でまとめられて

いる。そのうちの２点目として、「『実感を伴っ
た理解』とは、主体的な問題解決を通して得られ
る理解である。自らの問題意識に支えられ、見通
しをもって観察、実験を中心とした問題解決に
取り組むことにより、一人一人の児童が自ら問
題解決を行ったという実験を伴った理解を図る
ことができる。これは、理解がより確かなもの
になり、知識や技能の確実な習得に資するもの
である。」と述べられている。このことから、子
どもたちの主体的な問題解決は、科学的な知識
や概念の確かな獲得につながっていくと考える。
　問題解決の過程に沿った授業は、どの教師も
意識して行っていることと思うが、果たしてど
のくらいの子どもが、自ら見いだした問題に対
し、自ら実験方法を考え、解決に向かう学習活
動を行っているだろうか。私も自分の授業を振
り返ったとき、学習課題に対する予想や仮説を
自分で立てさせ、実験や観察を多く取り入れる
ことで、主体的な問題解決の授業を行っている
と思っていた。しかし、問題解決の過程をなぞ
るだけでは「主体的な問題解決」とは言えない。
子どもの思考が、問題解決に向けて能動的に動
くことではないかと考える。
　そこで、本研究では、能動的に子どもが問題
解決をする姿をめざすべく、「子どもの主体的
な問題解決を生む理科授業の創造」を研究テー
マとし、第４学年後期、第５学年前期において
研究実践を行った。

●最優秀賞
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Ⅲ　研究の視点

１　単元構成の工夫
⑴　事象提示の工夫【視点１】
　単元の導入で、子どもが「おや？　不思議だ
なあ！」と思えるような事象にどう出合わせる
かがとても重要である。この「おや？」という
疑問が追究させたい学習課題に直接つながるよ
うな事象を提示することで、子どもが自然に問
題を見いだし、自らの学習課題として解決の見
通しを立てていく学習活動が展開されていくと
考える。

⑵　問題解決の思考の流れを生み出す授業展開
【視点２】
　問題解決の過程の中で、子どもの思考がどう
流れていくか、その思考の流れが見えてくる展
開にすることが大切である。そのために次の視
点で、子どもの思考の流れを見取っていく。

①子どもが自ら学習課題を見いだしているか。
②子どもが解決の見通しをもっているか。
③実験方法を自分たちで立案しているか。
④�結果を予想する視点をもって実験している
か。
⑤�グラフや表、図などを用いて適切に結果を
まとめているか。
⑥�結果を予想や仮説に照らし合わせて考察し、
結論を導き出しているか。

⑶　クリティカルなものの見方や考え方を育て
る授業展開【視点３】
　科学的な見方や考え方を身に付けていくには、
いつも計算通りにいくことばかり扱っていても
身に付かない。日常生活の中では、いろいろな
条件の中で、その事象の原因を判断していく必
要がある。そこで、子どもの「クリティカルな
見方や考え方」を養うために、実験がうまくい
かず、きれいなデータが取れない状況があって
も、すぐに教師が修正をするのではなく、うま

くいかなかった状況からその原因を考えさせる
授業展開を工夫した。

２　「Myノート」作りの指導【視点４】
　ノート指導では、問題解決の過程に沿って整
理されたノートづくりを指導しているが、ただ
板書をきれいに写すだけのものではなく、予想
の際にかいた図や絵、友だちとのやりとり等も
消さずに残しておくようにした。こうすること
で、自分なりの「Myノート」ができ上がる。
問題解決の過程に従って整理しながらも、その
中に科学的な知識や概念が更新されていく様子
が「学びの足あと」として残っていくノートづ
くりをめざす。

３　総合的な学習や行事との関連を図った理科
学習環境の整備【視点５】
　本校は、理科の研究を始めて５年目となる。
子どもたちが普段の学校生活の中で、興味・関
心をもって自然に親しむことができるようにす
るために、学校行事や総合的な学習のカリキュ
ラムの中に理科体験学習を位置付けている。ま
た、これらの活動を充実させるために、地域の
自治組織である「You愛Sunこうち」の環境保
全部、県内の大学との連携を図りながら活動を
進めている。

Ⅳ　学習の指導計画

　本研究では、第４学年の後期（平成23年10月
以降、11人）から第５学年前期（平成24年10月
まで、12人）の実践の中から二つ取り上げて、
研究の成果を報告するものである。したがって、
その主な二つの実践についての指導計画を示す。
（次ページ⑴単元名、⑵単元名参照）

Ⅴ　研究実践

　本実践報告は、第４学年の「ものの温度と体
積」、第５学年の「ふりこ」の二つの実践を通
して、子どもたちの問題解決に向かう思考や意
欲の高まりについて明らかにする。
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１　単元構成の工夫
⑴　事象提示の工夫【視点１】
　単元を構成する際、一番大切にしているのが
単元の導入に行う事象提示である。単に子ども
の興味・関心を引くための事象提示ではなく、
向かわせたい追究活動に直接つながっていくも
のを吟味した。

　本単元の導入として、栓をした丸底フラスコ
を湯につけ、しばらくすると栓がポンと飛び出
すという現象を見せた。そのとき、段ボール箱
をかぶせ、丸底フラスコを湯につけていること
が子どもたちには見えないようにして提示した。
　子どもたちは、栓をした丸底フラスコを段
ボール箱に入れて何をするのだろうと不思議そ
うにただ見ていただけだった。しばらくして「ポ

★第４学年　理科「ものの温度と体積」

次 学　習　活　動（時数）

第
一
次

○　空気の温度と体積との関係について実験し、結論を見いだす。⑷
・栓をした丸底フラスコを湯につけると、栓が飛ぶ現象から、空気は温めると体積が
どのように変化するのかについて実験し、考察する。

第
二
次

○　水の温度と体積との関係について実験し、結論を見いだす。⑷
・丸底フラスコの中に水を入れ、その水を温めると体積がどのように変化するのかに
ついて実験し、考察する。

第
三
次

○　金属の温度と体積との関係について実験し、結論を見いだす。⑷
・金属膨張実験器を使って、金属球を温めると体積がどのように変化するのかについ
て実験し、考察する。

第
四
次

○　学んだことを活用して、実生活の事象について説明する。⑴
・線路のつなぎ目にすき間がある理由について説明する。

資料１　指導計画（全13時間）

⑴　単元名　第４学年「ものの温度と体積」

次 学　　習　　活　　動

第
一
次

○　ふりこが１往復する時間とおもりの重さとの関係について調べる。⑷
・おもりの数を変えると、ふりこが１往復する時間に違いがあるか実験し、考察する。

第
二
次

○　ふりこが１往復する時間と振れ幅との関係について調べる。⑷
・振れ幅を変えると、ふりこが１往復する時間に違いがあるか実験し、考察する。

第
三
次

○　ふりこが１往復する時間とふりこの長さとの関係について調べる。⑷
・ふりこの長さを変えると、ふりこが１往復する時間に違いがあるか実験し、考察す
る。

第
四
次

○　ふりこの長さはどこからどこまでの長さをいうのか調べる。⑶

資料２　指導計画（全15時間）

⑵　単元名　第５学年「ふりこ」
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ンッ！」と音を立てて勢いよく栓が飛んだ瞬間、
段ボール箱の中に子どもたちの意識は集まった。
ブラックボックスの状態にすることで、中の様子
に子どもたちの視点を焦点化することができた。
　「あの段ボール箱の中には、何が入っている
のだろう？」という疑問から、「もう一度見て
みたい」という要求があり、もう一度事象を見
せた。今度は、段ボールの中にどんな仕掛けが
あるのか、そこに子どもたちの視点は集まった。
引き上げられた丸底フラスコを見て、濡れてい
ることや湯気が出ていることに気付き、湯につ
けていることを発見した。その時点で段ボール
箱を開けた。ここから先のプロトコルを示す。

　この事象提示から先述のプロトコルに示すよ
うなやりとりが行われた。子どもたちは事象提
示により、「温められた丸底フラスコの中の空
気がどのようになって栓を飛ばしたのか？」を
追究することに自然と思考が流れているのがわ
かる。しかも、児童のもった疑問が、こちらが
追究させたい内容である「温められた空気はど
のようになるのか」ということにつながるもの
となった。その先は、こちらが指示等をしなく

Ｔ：今見せた現象は、何をどのようにしたと
きに起こった現象ですか？

Ｃ：丸底フラスコを湯につけたら、ポンッと
いって栓が飛びました。

Ｔ：丸底フラスコの中には何があるかな？
Ｃ：丸底フラスコの中には空気が閉じ込めら

れているから��、空気を湯につけたこ
とになるかな。

Ｔ：湯につけたということは？
Ｃ：湯につけたということは温めたというこ

とだから、空気を温めたら栓が飛んだと
いうことです。

Ｔ：丸底フラスコは閉じ込められているから
空気に直接力を加えられないけど、中の
空気はどのようになっているのかな？

Ｃ：丸底フラスコの中の空気が上に上がって
栓を押したのではないかなあ？　それと
も��。

写真３　実験の様子

写真１　事象提示の様子

写真２　事象提示の丸底フラスコ
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ても、子どもたちからこの疑問に対する予想を
立て、実験方法を考える活動に自然に入ってい
くことができた。

⑵　問題解決の思考の流れを生み出す授業展開
【視点２】
学習課題

丸底フラスコの中の空気がどのようになって
栓が飛んだのか。

　この学習課題のもと、子どもの追究活動が回
り始めた。学習課題が設定できたら、問題解決
の過程に従って追究活動を行うことは、子ども
たちがよく理解している。教師の指示がなくて
も子どもたちは、予想を立て、実験方法を考え
ることを進めていった。
　ここでの予想は、「空気」という見えないも
のについてどのようになったのかを思考するこ
とになる。個々でペア解決の時間を与えた。す
ると、子どもたちの何人かが、ノートに図をか
いて考え始めた。図をかいて考えることが必要
となったからである。教師の指示によってかい
た図ではなく、友だちと考えを共有する目的で
子どもが自らかいた図である。こうすることで、
子どもにとって、図をかいて考えることに意味
が生まれ、自らその方法を使って今後も思考を
続けていこうとする意欲につながった。図をか
かせることは、もちろん教師の側で意図してい
た活動ではあるが、ペア学習を仕組むことで、
子どもの思考がまた一つ解決へと動き始めた。
予想１〈空気上昇説〉

予想２〈空気膨張説〉

⑶　クリティカルなものの見方や考え方を育て
る授業展開【視点３】
　子どもたちは、次のような仮説を立て、予想
を検証するための実験方法について考えた。
仮説１

仮説２

　丸底フラスコを、上だけでなく横や下に向け
ても飛ぶかどうかを調べることで、上昇説か膨
張説かを検証できるという子どもの仮説であっ
た。
実験方法

　一見正しいように見えるこの実験方法は、実
は少し曖昧なものである。膨張することを調べ
るためには、写真５　児童の図２にあるように、
あらゆる方向に空気の広がりがあることを検証
する必要がある。そのためには、丸底フラスコ
をこの「上、横、下」の３方向だけでなく、い
ろいろな角度に向けて実験しなければ検証した
ことにならない。
　このことについては、教師からあえて修正を
かけるのではなく、実験をしている中で子ども
たちに気付いてほしいと考え、そのまま実験に
入った。
　子どもたちは三つの方向について調べ、結果
を得たことで結論付けようとしていた。そこで、
子どもの図を使い、次のように投げかけた。そ
のときの、プロトコルを示す。

　温められた空気が上に上がって、栓を押し
たのではないか。

　温められた空気が全体に広がって（大きく
なって）、栓を押したのではないか。

　丸底フラスコを上、横、下に向けたとき、
上のほうに向けたときだけ栓が飛ぶだろう。

　丸底フラスコを上、横、下に向けたとき、
どの方向に向けても栓が飛ぶだろう。
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　この教師の意図的な声かけによって、自分た
ちの実験方法を見直し、正しく結論を導くため
の実験を再開した。
　このように自分たちの実験方法が正しいかど
うか、クリティカルなものの見方で判断できる

Ｔ：上、横、下向きの矢印の方向に栓が飛ぶ
ことは確かめられたけど、あとの方向の
矢印についてはどうだろう？

Ｃ：あっ、そうか！　いろいろな方向に向け
て実験しないと、すべての矢印を調べた
ことにならないなあ。�

Ｃ：こんな風にななめにも向けて調べよう。
Ｔ：下向きのななめだけでいいの？
Ｃ：あっ、そうか！　右下ななめ、左上なな

め��いろいろな方向に向けないとね。
Ｃ：１度ずつ角度を変えて実験してみない。

力をつけることは、とても大切であると感じた。

２　「Myノート」作りの指導　【視点４】
　実験結果を記録した子どものノートを示す
（資料３）。

実験結果
　これは、子どもが考えてかいた実験結果の記
録の仕方である。図と言葉を使って、わかりや
すく記録している。第４学年の前期から、図と
言葉を使って実験結果を記すことがわかりやす
いし、後でノートを見直したときに、行った実
験がもう一度イメージできるということを学習
してきているので、そのことが定着してきてい
ることが伺える。（前期の実践は、昨年東書教
育論文に記載）

写真６　予想を示した図（全12人）

写真４　児童の図１

写真５　児童の図２

資料３　ノート記録
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　ノートづくりは、基本的に見開き２ページで、
問題解決の過程に沿って書かせている。また、
ポイントだと思う箇所に自分で下線を引いたり、
色を変えて書いたりすることも定着してきてい
る。さらに、友だちの意見を聞いて自分の考え
を修正する場合は、一度書いた自分の考えを消
しゴムでは消さず、二重線を引くなどして赤字
で加筆するように指導している。

　５年生に進級した子どもたちは、すっかり理
科の学習の流れを理解しており、単元の導入で
事象に出合うと、そこから自分たちで学習を進
めることができるようになってきた。５年生の
単元「ふりこ」の学習で、子どもたちの成長し
た姿が見られた。

１　単元構成の工夫
⑴　事象提示の工夫【視点１】
　単元の導入でこだわりたいのは、事象にどの
ように出合わすかである。「ふりこ」の単元では、
興味付けのために、はじめにブランコに乗せて
「一番速くブランコをこげるのはだれかな？」

などの発問をすることはよくあるだろう。また、
「先生より速くブランコをこぐためには、どう
すればよいかな？」と発問する例もあるだろう。
いずれの発問も、これから追究させたい学習課
題には直接的につながっていない。これから追
究させたい学習課題は、「ふりこが１往復する
時間は、何の条件が関係しているか」である。
この学習課題に直接思考がつながっていく事象
提示でなければ、ただのパフォーマンスに終
わってしまう。
　そこで、この「ふりこ」の単元の導入を次の
ように行った。ブランコに連れて行くことは同

★　第５学年　理科「ふりこ」

資料４　児童のノート

写真７　ブランコに乗る児童
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じである。そこで、何を「発問」するかを吟味
した。要するに「発問の工夫」である。追究さ
せたい問題解決に向かって子どもの思考を進め
ていくためには、「どんな事象に出合わすか」
ではなく、「どのようにその事象に出合わすか」
が重要なのではないだろうか。
　ブランコに子どもたちを連れて行ってからの
プロトコルを次に示す。

　教師の「ブランコに乗って二人同時にこぐと
き、全く同じようにブランコが振れるようにす
るには、誰と誰を選ぶといいかなあ？」の発問
から、子どもたちの思考が学習課題につながる
思考へと流れ始めた。体重の同じ二人を選ぶと
いうことは、ふりこが１往復する時間には、重

Ｃ：ブランコのところに来て、どうするんで
すか？�

Ｔ：まずは、みんな乗って遊んでみようか。
Ｃ：思いっきりこぐぞ！
（全員が順番にブランコに乗り、思いっ切
りこいだりゆっくりこいだりして、思い
思いに活動する。）

【問題解決へ思考を進める発問】
Ｔ：ねえ、みさなん。ブランコに乗って二人

同時にこぐとき、全く同じようにブラン
コが振れるようにするには、誰と誰を選
ぶといいかなあ？

Ｃ：ＡさんとＢさんがいいと思うな。
Ｔ：どうして？
Ｃ：だって、体重が同じだもん。同じ体重だ

とブランコが行ったり来たりするタイミ
ングが同じになるでしょう。

Ｃ：体重の同じ人でペアを組めば、その二人
は同じようにブランコをこげるね。
（体重がほぼ同じ人同士、ペアを組み始め
る。）

Ｔ：では、ＡさんとＢさんで同時にブランコ
をこいでみてください。

さが関係しているということを考えていること
になる。さらに子どもたちは、この二人が乗っ
たブランコが同じタイミングで振れるためには、
足を放すタイミングや振れ始めの角度、ブラン
コをこぐときの勢い等、二人の体重以外にもい
ろいろな条件を揃えようとしていた。試した結
果、ＡさんとＢさんの乗ったブランコは、ほぼ
同じ速さで振れた。
　そこで、子どもたちに、次のような発問をし
た。
発問

　この発問に対し、子どもたちはすぐ、クラス
で一番体重差のある二人を選んだ。要するに、
ふりこが１往復する時間には、重さが関係して
いると考えていることがわかる。
　これらの発問により、自然と子どもたちの思
考は、向かっていってほしい方向に流れ始めた。

⑵　問題解決の思考の流れを生み出す授業展開
【視点２】
　ブランコでの事象提示から「ブランコの振れ
るタイミングにはどのような条件が関係してい
るか」という疑問が出された。これを、「ふり
こが一往復する時間には何が関係しているか」
という学習課題へと発展させることによって、

　ブランコが全く違うタイミングで振れるよ
うにするためには、誰と誰を選ぶとよいか？

写真８　ブランコでの実験中
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子どもたちの追究活動が回り始めた。
〈ふりこを作る〉
　まずは、実験用のふりこをつくることになっ
た。ふりこは、ブランコをイメージし、自分た
ちが乗る場所は「おもり」へ、ブランコを吊り
下げている鎖は「糸」、ブランコを二人でこぐ
とき、角度をそろえて足を放すタイミングを揃
えたことについては「ふれ幅」ということで、
ブランコをふりこに置き換えて考えていった。
こういう思考を大切にすることで、事象提示で
あった「ブランコ」と実験で扱う「ふりこ」と
を関連付けて考えることができるようにした。
　ふりこ作りは、子どもたちにすべて任せた。
ふりこを完成させるのに必要なものを話し合わ

せ、一つ一つ組み立てながら考えさせていった。
そのときに、子どもたち自身が、ふれ幅を確認
するための工夫がいるということに気付き、分
度器が印刷されたものを取り付けることとなっ
た。
〈実験をする〉
　子どもたちがまず行った実験は、「ふりこの
１往復時間とおもりの重さは関係があるか」と
いう課題であった。要するに子どもたちは、ふ
りこが１往復する時間には、おもりの重さが関
係していると予想したのである。この予想を確
かめるために、おもりの重さを変えて１往復す
る時間を計ることとなった。このとき、子ども
たちは条件を制御して実験を行うことに意識が
いっていなかった。おもりの数を１個と２個に
して実験することが決まった時点で、「実験に
入っていいですか？」と言いだした。ふれ幅や
ふりこの長さについて条件制御ができていない
ことにこちらは気付いていたが、あえて「いい
よ！」と言って、実験を開始させた。しかし、
すぐに、「先生、糸の長さは何cmにするんです
か？」と質問してきた。そこで「何cmすれば
いいと思う？」と問い返し、みんなで話し合っ
て決めることとなった。ほかにも、ふれ幅を計
るために分度器の図を取り付けたのにふれ幅を
決めていなかったことにも気付いた。「ふりこ
の長さ」「ふれ幅」について全体で数値を確認
した。
　一見、遠回りでもあるこのやり取りが「条件

写真９　ふりこづくりの様子

写真10　手づくりふりこ 写真11　ふりこの実験
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を揃える」ことについての意識をもたせること
につながった。結局、各班、変える条件である
「おもりの重さ」以外の条件は揃えておかない
と、実験の状況がばらばらになってしまい、ど
の条件でふりこの１往復する時間が変わるのか
がわからなくなってしまうことに、子どもたち
は気付くことができた。

⑶　クリティカルなものの見方や考え方を育て
る授業展開【視点３】
　「ふりこ」の実験をしているとき、子どもた
ちの中で、二つの疑問があがっていた。①なぜ、
おもりは縦につなげるのではなく、横につなげ
るのか、②「ふりこの長さ」はどこからどこま
でなのかという疑問である。この二つの疑問は、
実験中に子どもたちからすでに出されていたが、
あえて触れず、こちらから「おもりは横につな
いでね」「ふりこの長さは、班の中でどこから
どこまでかはそろえてね」とだけ指示を出して
おいた。すると、子どもたちはなぜそのように
する必要があるのか意味がわからないので、実
験は始めたものの、ずっと疑問をもっていた。
　このように、指示どおり実験を行えばそれで
よしとするのではなく、クリティカルなものの
見方でとらえることによって、正しい実験方法
を選ぶ判断力がついたり、意味を理解して実験
ができたりすることにつながると考える。この
ようなクリティカルな見方や考え方を養うには、
教師によってレールを敷かれた学習では、難し
いだろう。なぜなら、そのような授業は、子ど
もたちにとって必要性、必然性のある実験に
なっていないからである。自分の実験方法につ
いて「なぜ」そうする必要があるのかを理解し
た上で実験を行うことがとても大切であると考
える。

２　「Myノート」作りの指導【視点４】
〈結果の記録〉
　結果を記録する表は、子どもたちそれぞれで
書かせた。さまざまな表が存在した中で誰の表

が整っているか交流させ、適切な表を選ばせた。
　適切な表はわかったものの、その表に結果を
書き入れても、いろいろばらつきがあって考察
しにくいという声があちこちから出された。そ
こで一言「表に書いてわかりにくいときは、ど
うすればいい？」と発問した。すると、「グラ
フに書き換えるとわかりやすいよ」という反応
が返り、棒グラフに表してみることになった。
「先生、これでもうわかりました！　３回分の
結果の違いは、誤差ですね」という声で、棒グ
ラフの有用性が実感できた瞬間だった。

　総合的な学習や行事との関連を図った理科学
習環境の整備【視点５】
　本校は、理科の授業以外にも、理科的な環境
に触れる機会を多く設定している。また、地域
の自治組織「You愛sunこうち」や大学と連携

★　学校全体の取組み

写真12　児童の記録の様子

資料５　児童のノート
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をとりながら、外部講師を招いての体験授業も
毎年実施している。

〈竹炭学習〉竹炭電池づくり
　河内町にある「大道山竹炭工房」の方、さら
に「広島国際学院大学」の渡辺教授をゲスト
ティーチャーとして迎え、「竹炭電池づくり」
体験を行った。
　今回扱った竹炭電池は、竹炭とアルミニウム
箔と食塩水でつくられている。食塩水によって
電子の受け渡しが行われ、電気が通る仕組みに
なっている。子どもたちにとって、この竹炭電
池は、これまで学習で扱った電池とは見た目の
様子がかなり違っている。しかし、これまでの
理科の学習を活用することで、この竹炭電池が
扱えるようになった。活動の中では、オルゴー
ルを使って回路がつながっているかどうかを確
かめる活動も行った。竹炭電池３個を直列につ

なぎ、オルゴールが鳴ることによって回路がつ
ながったかどうかを調べる。子どもたちはプラ
ス極、マイナス極を確認しながら導線をつない
でいた。「竹炭工房」「広島国際学院大学」との
連携により、充実した理科の発展学習となった。

〈水辺教室〉地域の川「椋梨川」にて活動
　全校児童で椋梨川に行き、水辺教室を行った。
毎年恒例の学校行事で、今年で５回目となる。
外部講師として、瀬野川水系水生生物研究所の
先生、自治組織の環境保全部の方々をお迎えし、
専門的な調査の仕方を指導していただいた。　
　調査は、パックテストや水流の速さの測定か
ら始まり、水生生物を採取して川の水の水質調
査を行った。毎年続けて実施できていることで、
高学年は自らの役割を自分で判断し、グループ
の低学年に対し、調査の仕方を積極的に教えて
いた。児童の目線で観察の仕方を伝授すること
ができ、低学年でも活動の内容を理解すること
ができていた。

写真13　授業風景

写真14　竹炭電池

写真15　実験の様子
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〈協働の町づくり運動〉校庭の芝生化
　「協働の町づくり運動」の一環として、校庭の
芝生化を行った。地域の自治組織「You愛sun
こうち」の方と協力して始まったこのプロジェ
クトも、今年で４年目を迎える。グラウンド全
体にわたりしっかり根付いた芝生は、ふわふわ
として歩くととても気持ちがいい。今年の夏は
地域と協力して芝生の効果を確かめる調査を
行った。夏の温度調査である。
　今年も猛暑で毎日暑い日が続いたが、芝生の
グラウンドは、芝生のないところと比べ、２～

３度低いということがわかった。温度を下げる
効果が少しずつ現れているようである。芝生か
ら吹いてくる風は、土の地面からの風よりも幾
分気持ちがよく、より涼しく感じられるような
気がする。児童もふわふわの芝生の上を思い切
り走り回ったり、大の字になって寝転んだりし
ている。
　来年度は、より詳細に温度調査をしていきた
いと考えている。

Ⅵ　研究の成果と課題

１　研究の成果
　昨年度からの理科の授業実践や総合的な学習、
学校行事での取組みを通して、本学級の子ども
たちの理科授業における成長を感じることがで
きた。子どもたちの主体的な学びを生み出すた
めに、視点をもって授業づくりに取り組んだ成
果である。
　前期の終わりに、理科授業に対するアンケー
トを取ったところ、次ページのようなコメント
が返ってきた。これらのコメントからは、主体
的に学ぶ楽しさや自分にとっての理科授業の有
用性を感じ取っていることが伺える。
　これらのコメントから、自分たちで学習を進
めていくことで学習が深まると感じていること
がわかる。教師によってレールの敷かれた授業
ではなく、自分たちで学習課題を設定し、自分
たちで実験の計画を立てて学習を進めていくこ
とで、理解が進むということを子どもたちは実

写真16　講師の先生

写真17　水生生物採取の様子

写真18　芝生を走る児童
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資料６　Ｃくんの授業感想

資料７　Ｄさんの授業感想

資料８　Ｅさんの授業感想

資料９　Ｆさんの授業感想
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感しているようだ。ともすると、子どもたちが
「あっ」と驚くような実験をすることで興味・
関心を引く授業や、とにかく実験や観察をさせ
て活動さえさせておけばいいといった授業がよ
いように思われていたところもあった。しかし、
子どもたちが理科の授業に対して感じる充実感
や有用感はそのような授業からは生まれない。
子どもたちが自ら授業を進めていっているとい
う実感のもとに、理科授業に対する充実感や有
用感は生まれてくるものであると感じている。
子どもたちが「わかった！」「できた！」と感
じる授業は、子どもたち自身の思考が問題解決
に向かって動いているときに感じるものである。
そのような授業づくりを今後も展開していきた
い。

２　今後の課題
　今後は、単元構成において、生活との関わり
を重視した内容を取り入れていきたい。昨年度
から少しずつ取り組んでいることであるが、子
どもたちが自分たちの実生活との関わりの中で、
理科授業の有用性を感じ取れるようにしたい。
そのために、「実生活に活用できる力を育てる
理科授業の創造」という視点を新たに加えて、
更なる研究実践に励んでいきたい。
　「子どもたちと共に理科授業を楽しむ」、また
「子どもたちと共に理科授業をつくっていく」
という思いと、子どもたちの中にある「主体的
に学びたい！」という気持ちを大切にしながら、
今後も日々学びのある理科授業の実践に励んで
いきたい。


